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発表演題名 常時監視データから見た福井県の水環境の推移（第３報） 

― 嶺南地域の河川水質 ― 

発表雑誌名 福井大学地域環境研究教育センター研究紀要「日本海地域の自然と環境」

No.18 
発表者名 坊 栄二 他 

発表日時 平成２３年１１月 

発表内容 40年近く蓄積された福井県内の水質常時監視データを整理・解析し、県
内河川のうち嶺南地域の河川について1970年代から2000年代までの水質
のトレンドを調べた。調査対象河川は、笙の川・井の口川水系、耳川水系、

北川水系とした。  
水中の有機物汚濁をあらわす代表的な指標であるBODについてみると、
嶺南地区の河川においても水質改善が進んでいることがわかった。なかで

も敦賀市内の河川については、1990年代まで時々環境基準を超える BOD
が観測されていたが、2000年代に入り基準超過はほとんどみられなくなる
まで改善が進んだ。また、耳川および北川・南川の 3河川については、類
型指定当時から BOD は環境基準を下回っていたが、さらに年とともに低
下する傾向がみられた。 
一方、水中の浮遊物を表す SS濃度についてみると、1970年代は多くの
河川で 10mg/Lを上回っており、なかでも二夜の川末端、井の口川豊橋で
環境基準の 25 mg/Lを超過していたが、その後、減少傾向が認められ、2000
年代には多くの河川で 10mg/Lを下回るまでに改善された。 
また、全窒素については、多くの河川で上昇傾向が認められた。全窒素

濃度が上昇している要因として、農業用肥料などの人為的直接負荷のほか、

大気降下物由来の負荷によることも考えられるため、今後は、河川水質と

合わせて降水中の窒素濃度の推移を注視していくとともに、その上昇要因

についてもさらに検討していく必要がある。 
 

 
 
 


